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 会場は、大阪のウオーターフロントに位置する人工島・夢洲（ゆめしま）。

 会場面積は、155ヘクタール。（※会場中心部にパビリオン等、南側水面に水上施設等、西側
緑地にアウトドア施設等をそれぞれ整備。）

鳥瞰図
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 ボロノイパターン（※）を用いた、あえて中心をつくらない離散型の会場デザイン。個と個の関係、
多様性の中から生まれる調和と共創によって形成される未来社会を表現。

 ２つのエントランスと５つの大広場をつなぐようにメイン通りを設置し、その上には大屋根を設置。

非中心、離散型のパビリオン配置

（※）ボロノイパターン:自然界に存在する基本的で反復的な幾何学パターン。有機的なつながりと成長を象徴。



3

 会場内の５カ所に「空」（くう）と呼ばれる大広場を設置。

 ＡＲ（拡張現実）・MＲ（複合現実）技術を活用した展示やイベントなどを行い、来場者の
交流の場とする。

大広場：「空」（くう）



4

来場者にやさしい会場

 メイン通りの間をつなぐ通りには水路や緑の並木を整備。

 暑さ対策も行い、来場者が快適に過ごせる空間を提供。
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 南西側を望む夕景の会場鳥瞰図。

 淡路島、明石海峡大橋を背景に、美しい景観が広がる。

鳥瞰図（南西側）


